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 1）	読売新聞オンライン「アイヌ新法案　歴史と文化への理解深めたい」2019 年 3 月 25 日、URL:	https://





















































































北海道大学 1015 体（34 体） 367 箱
東北大学 20 体 1 箱
東京大学 201 体 6 箱
新潟大学 16 体 2 箱
京都大学 87 体
大阪大学 32 体 1 箱




































が 1995 年 3 月に退官した後、部屋のスペースを確保するために、吉崎が「標本庫」として使用












































（1906 年）9 月 20 日に採集されたということが分かる。
　書付と墨書の双方に記されている佐藤政次郎については、以下の議論がある。書付にある日

























































































 5）	シベリアへ送られた北方少数民族の戦犯者は、ウィルタ 31 名（うち 16 名が抑留中に死亡）、ニブヒ 16




























































































































































2004：5］。その後、1993 年が国際先住民年、1994 年～ 2004 年が国際先住民の 10 年と定めら
れている。
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　遺骨の返還も、1950 年代以降の先住民の人権意識の高まりの中で、解決すべき問題として注
目を集めていくようになっていったものである。より正確に言うなら、国際的に先住民の主権
が認められたり、人権意識が高まっていく中で、研究機関が遺骨の返還という問題を無視でき
なくなっていったということである。先述したように、日本でも幕末の頃から、墓からの盗骨
は犯罪とされており、研究者が墓から骨を盗み出すことも許されることではなかった。それに
もかかわらず、研究者たちはアイヌやウィルタなどの墓から、学術研究のためと称して骨を盗
み出していったのである。このような学術研究に携わる者たちが持っていた、特権意識とも呼
べるものは、国際的な人権意識が高まっていく中で、先住民やそれ以外の人々から批判にさら
されるようになっていった。様々な人権が重要視されるようになった現在において、かつて研
究者や研究機関が行ったことから目を背けるのは不可能である。研究機関、そして我々研究者
は、今だからこそ、過去の植民地主義の負の遺産と向き合っていかなければならないのである。
　北海道大学側は大学所蔵の遺骨が持つ、植民地主義の負の側面に対して積極的に向き合おう
としていない。それは、アイヌ納骨堂の多くのアイヌの遺骨もいまだに返還されていない（そ
の気配すらない）事実からも分かることである。人権意識の高まった現代において、北海道大
学には、植民地主義の負の遺産と真摯に向き合い、遺骨を返還していくことが求められている。
結論
　本論では、1995 年の北海道大学文学部人骨事件の背景と詳細を述べた上で、遺骨返還問題の
争点について検討した。遺骨返還問題では、研究機関と植民地主義とが密接な関係にあったこ
とが問題の争点とされている。植民地で人骨を採集し、それを測定して人種の違いや種族の類
型、そして種族の優劣を特定、判断するという目的のもとで、当時の研究者はすでに違法であ
ったにも関わらず、人骨を盗み出した。盗み出された人骨は研究機関に集められ、研究のため
の資料とされた。つまり、植民地主義に基づいた人骨の収集、研究の拠点が、北海道大学をは
じめとした研究機関であったのである。しかし、その後年月を経たことで、それらの人骨が植
民地主義的な調査のために収集されたものだということが忘れられ、研究機関に放置されるま
まとなってしまった。そのような人骨が「発見」されたことによって起こったのが北海道大学
文学部人骨事件である。つまり、先住民などから返還を求められている遺骨は、過去の植民地
主義の負の遺産なのである。
　また、その植民地主義の負の遺産であるところの遺骨返還問題に対して、研究機関（本稿で
は主に北海道大学）が真剣に向き合って対応していないことが問題としてあることも指摘した。
1950 年代以降の国際的な先住民の人権意識の高まりを背景として、日本においても、研究機関
や研究者が遺骨の返還という問題に向き合わざるを得なくなっていった。当時であっても違法
だった盗骨という行為に対して、適切な対応、すなわち然るべきところへの返還を行うことが、
今だからこそ求められているといえる。しかし、文部科学省（2017）からも分かるように、研
究機関にはいまだに多くの先住民の人骨が残されている。これは、過去の植民地主義の負の遺
産である人骨の返還という問題に、研究機関がきちんと向き合えていないことを示しているの
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である。
　研究機関にいまだ残された多くの遺骨に対して、どのような対処を行うべきなのか、何処に
（もしくは誰に）返還するべきなのか、返還先が分からない場合、どうするべきなのか、といっ
た問題は、今後も研究機関や研究者に対して問いかけられていくものである。研究機関や学術
研究と植民地主義との関係という過去に向き合った上で、それらの問題に対して取り組んでい
くことが、研究機関や我々研究者に対して求められていると考えられる。
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